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i胡 9 明 湖 サ旬uf 』cc-

ア f民 至 カ ア 芹 湖 瞭 ノ ノ、 河

北 起 七 ヨ 一．， ノ 南 所 系

西 fた 千 ン 其 見工 ナ 謂
「

，.＞、 ーー ア

吾E サ
「

阿ノ 吹 最 ｛氏 岸 レ／ よ‘ JV 
」



｜問地（....、）間乃在アミ八 及 プ 北ムト

｜ナニ東 J、至夫 JV 不十西ニ西ノf ロ

I ＇） 臨部乾六商ペ毛択ニヨ部ン地

トメ高燥千方 JV ノニ森ロ及ガ方

ス JV 原地吠ニト地シ林地中

断 帯アて湖ナアア方部与西 ｜
層本ナ P コ北 Y 東 Y プ E 境

崖地 リ よ ン 岸 ト 岸 記北 ζ 官ニ

ニ方 イ ゴ 地 ス ノ 西東ョ河ノF
違 J、 JV 河方 高 部ヨロ岸ク

シ西 両系「 原ノL ') ~ － 及エ
是ブi 谷及ナ ョア南庚セン， －、1 -, 

ョナ プナイ リ JV 西大ムソe

リイ ニイ JV ーベ 、 ニ ナ リ リ

念 JV ヨ JV 河千 JV 亙ノV キ k
ニ河 了河西 択トリ 車 両山

j 谷 判系岸 直湖高原谷塊
ユヨ 7 閉山 下 J、サナニア

JV ') シ ノ人 セ面四ソ大リ

カ東 ン分口 JV 積千ト森ポ ｜

ナ方 デ水稀 断二八ス林流 ｜

ニ a::嶺薄 屠千百 アノ
Z』で向 --吉山ノ 崖六択 リ多

E ヒ 三）眠草 ア十ニ ギキ
P 漸 ~ ~華原 P 四達 部 地 ｜

乾次 グ立地 崖方ス 及 方 ｜

燥高 井シニ 下哩ノV 東ニ

平~ ク其シ ノ水一 地シ

地 JV ト高ア 平位山 トア

ニ l Y サ小 地高脈 ロ肥

下ド ア四森 J、距連 子 沃
JV JV ナ千林 盤二亙 ガノ

？プ イ五慮 類千 シ ン地

ア湖 JV 百々 ア二其 ダ ナ

｜ ノ盆 河択ニ 合百北 ヲ え
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「

手責，，、 カ 地 シ E当 陵 ア プ ナ ノ 同 ノ 本
E〆－~ ロ

官I ブ 方 プ 地 人 ン リ 正 ~ ジ 丘 地:= 
］ 同

層 モ ナ イ乙 者:;o J、 口 コ． 阜 :;o 漸 陵 方
」

崖 ジ IV 同 ーー 北 稀 ノ ア ノ ヨた 地 ノ

ヲ ヨ モ 互~「 連 ，，、 薄 ヰヒ リ f也 西 ア 南
「

本 東以 地 正 ノ ナ J、 ノ 方 ＿，，、 方 ソ
「

プ 方 i凌 Lll JV コ守 芽lj ノ 地 フ キ ア 英
絡 ノ F甘 自筆 ョロ長，< ロ

」
練 ft包 方 ン オ 水 官民

リ ）甘 近散 丘 Ul 地 ，，、 ，，、 コボ 力、 流 阿
「 「 」 」

書E J，、 里占 陵 H与H, ナ ア ±!H 5' ~..， 多 9~ 
ごt

一 五自 .A t也
e守ー

リ チ 味 L 内,, ク 利JV 、
Hド『... 06 「bノ、 花 南 ノ ト ヨ HE. 地 力日ク

手立
J; 記 同

ク ア 方 東 ，ミ~／ 沃 ±ill 】コ． q衣
F、－τ ) 「 Jg 

x ノ Y、 物 J、 方 ナ ソ ナ 方 1巴 ノ，戸、、 」

JV シ 寺 ヲぇ ＿，，、 九 イ 日》 L〆 ト i胡 j天 境
」

「 g. i可 ニ巳 ノ 第 ト’ 千 JV ，，、 稿 ーー ナ 界
谷

」 「

ン 栽 ーー ド 四 7111 -・ プ シ i-- リ ーー、 」 、 「

JV 亡コ
培展 シ 百 j 手._, 及 ソ 平 JV 此 ニE
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p 、．，，

「
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ア
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「 」
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、、司、
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二え ヨ 湖（ロ） リ Jll 大
司F司 （ノ〔）三 スニE. JI-〆 平

リ ヴ 成 苦E 地 i昆7ν ヨ ，，、
E。戸 グ 濯 カ

「

ノ，J、τz 始 ヲ 井 JV ゾ1 、． 芥 域 域 ナ ー、
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l 英 強及風九 jl 乃 プ低気 Jll 

領 ク ア ノ、 十 ン 歪 ガ温候 ア
ー「

東 又 JV フ 四 ダ二 ン 度 J、 リ
」

阿 問 ペ．ガ度 一事 十 グ華 プ”『、 」ー 「

弗 第 断 y ン 揖於八地氏 ロ チ

手。 一 ナ グ氏ヶ度 方四及四 コー一 ~ 

Jえ三ノV 半カ日 一 キ 湖 ーー 十 ア ア
ニt己 」

ノ 与主 5民地 プ十 ヲ 11三於度 ン 気 Cコ
:::;""' 

地 風方 ーー 四 リ 均 ア 掻 ::r 』戸M司' 

~ 

質
地 ア ーー ヨ 度 モ 最 ノ、 氏 候及

ヲ リ ，，、 ロ 字下！，J 低 平 四 メ〆 ロ

左 時通事炎温均度ヲ ポ ｜
ノ 質 々 方 リ 熟度最宇高
京日 暴 ーー ーー

_,_ 
ノ、 高 ナ 原 JV 

ク 風於 ス シ 十温 ソ ヲ 地
庖 雨 プ プ 二度 除 方
}Jlj ア ノ、 乾度華 キ ー－

三毛 JV 穏 燥楊氏 プ 接
：ゴ カ シ 氏 ，七 ，，、 i原

「

ーー ーー 寸－ 十 動 Jア、

ア シ よ‘ 六八 帯
リ ア 度度 自句
白 方 ;v 半 乃 ナ

ナ 向 ーー ナ 至 9 
イ 不 於 ') 八
JV 定 ア ヂ十 ジ

及 ナ ，，、 イ 一 同一北 ヲ 平 JV ！主 高
東

ニミ
均河構 原グ 四

昔日 }F 最谷氏 ーー

ーー ク 高 ーー 一一 プ

-Ji1-'" 温於十 ＿；，、

プ ') 度 ア 五 平
＿.，、 ア 華ノ、 度 均
風湖 氏 プ 宇 最
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リ三地中行利火第第 C1 珠二前太

奥品質央セ加山 l!LJ 三照 雄主主寒古
地紀 ノノ ラ ー岩組組組組三武代

印ド分高レ於 階層 l[t J蛍 ： 忠 利 片

チ ュ 布 J];( スケ 来日 ii:~ 府L
ニラト及故 JV F＇純岩
イ？ハヴニ地 ュ カl 系

ヵ砂 Jk'fi 井弦質 ララ

ト岩 JV クニ調 ？グ

都居密ト掲査 砂ゥ
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「 「

ツ 岩及雲 カ － ー
ケ カ 本 一 リ Ill 山

ア脈基 母如波 ーー 高 d守’；、". ー同ミ之日‘ ア 克1-l三E, Z色A三j-

モ性片 寒
」

地ボ ミJ 朕 ア L京 － ー
i胡 ノ

附少岩麻片
」

属 武 片 需占ノ Ill ノ 盆

近 ナ 脹岩麻緩 ノ 大ス 利 t也 恥 在
ノ カ ヨ ア 岩慢東部 JV ー 車 及岩 Jえ
一「 、
サ ア リ リ 系 一 ヨ 分結 来日 二工 ヲ 是
J、守 ス趨此 ノ Jt:g 9 一一 品太 カ 被 ヨ

ヨF 質外岩伏北露質古 ブ ヲf 覆 リ

Y可 セ 黒石 セ 方 出援代 グ ン セ 以

耳 1ν 雲 J、 JV ーー シ 成片 ク ~（＇ JV 西
ーー モ 母主 高 度 又 岩 麻 コι

'--

－ ー
慮 ノ

於 ノ ーー 原域 中 及岩 層 於 一 大
ケ ト岩黒 ーー ーー 部火系 及 プ シ 地
JV 思結雲 シ亙火成 第 ，；，、 ア j葺
片 惟品 母 ア JV 山 正1-f.王. 一 火 熔 イ’I踏flむ

一
麻 J主 質片 慮片 高 ノ、 来日 山 左も主王’ 及
1j王I へ石！踊 々 麻原東 i胡 1j王I 霊主 其
－＇，、 ヨF 友岩 － ー

互1-l主』I ノ 阿 成 ノ 地 東
角 角岩 ナ 浸地基弗 居 干 火
閃 閃等 リ 蝕 J、 盤利 等 一 山
片 片 明 残 － ー

ヲ カ日 ィ、 基 服 火
麻 正’I王I カ 三／ 正 イ 成 ノ 匪 盤 火 山
!tミSf 角 一 衣 ア カ シ 一 域 ノ 山 高一
ヲ 閃水 一 JV 高 北分 一 片 正 原
主 岩成角 三宝 原部之 目武 府L 等 ノ、

等岩 閃 ーー ジ 一 存 岩 ヨ 其一

二七

三／ ア ヨ 片 恰於 よ工 ノ ;;<. 系 リ 名

角 9 ち 麻 モ ケ I＇＜＇ 面 度 成 ノ

閃 イ謎岩準 JV ブ 積ー ク レ／ /J三

白 グ 成多 卒 カ ン ヲ 露 リ .A 

手立 原知 占 出
、

’可F セ ク ト．
ヴ カ

!t三EI タ JV 時 ヲ ク 一 メ シ ネド 女日

及 イ モ F司 見ー プ 一 慮 ク

角 」
ノ 白 JV 般 J、 イ 々
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「 「 「

ン ノ ヅ JV 々 中 カ 十 JV ~t 黒 シ カ 閃
チ． 南 モ 西 一．， ピ 度 モ 西 3雪2'ii' ツ ヒ． 左島勾王

断 北 ク ノ ーー τ’r z五r チ 乃 ノ 或 南： ロ チ ア

崖 ーー ア 走 母高至 ，）・、 ノ、 月－ カ 高 ') 

ノ 賦 リ リ ヲ 原三 粗東 岩結 l航j・ 原角
ード 有： ア 石 岩束十粒西 ヲ 閃

普E シ i胡 1疋 及方度 ノ ーー 品 ＊－ヨ，i 提言岩
「

岩 質 成ーー キ 7’芋JJ 白 ノ ーー 黒 シ 居 一
露 Jえ 及
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